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　雪のない1月から一転。2
度の寒波襲来で混乱した2月
も過ぎ、春の息吹がそこか
しこに感じられる季節にな
りました。自宅の窓から見
える川沿い遊歩道のコブシ
が静かに開花を待っていま

す。本稿が出回る頃は初夏。田植えも終わり薫風が
キラキラと水面を揺らすのどかな田園風景が広がっ
ていることでしょう。
　消えるものがあり、生まれるものがありを繰り返
しながら歴史は繋がって行きます。街並み、制度、
価値観はもちろん自然も風化と共に変わります。変
化が静かであるほど気付いた時の郷愁の念は募りま
す。奥能登では地震から1年以上、豪雨から半年が
経ちました。見慣れた風景とは異なりますが、復興
大地のCANVASに一つまた一つ新たないろどりが
加わることを期待します。
　「都会の生活にこれ以上伸びシロはない。地方（田
舎）でのんびり暮らしたい」という移住希望者の声
を聴きます。安い生活費に自然とのふれあい、健康
志向、リモート定着。条件は整っても、やはりそこ
に人がいればこその話。先日「ドキュメント72H」
という珠洲の銭湯を舞台にしたTV番組を見ました。
復旧支援のため関西から来られた方曰く、「優しい
人たちに感銘。これを機に移住したい」。支援は「受
けてありがとう」でいいのでしょうか。「今は被災
地ですが、元々ここはのどかで暮らしやすい所」を
売り物に都会から人を呼び込む戦略もありです。仕
事や住環境、コミュニティなど乗り越える壁の高さ

は承知ですが、移住こそ最強の復興支援。行政には
知恵を絞っていただきたい。
　コロナ5類から1年経過。”喉元過ぎて熱さ忘れる”
の感が漂います。コロナがもたらしたものを整理す
ると、第1にテレワークやzoom、オンライン教育の
普及があげられます。コロナは旗振り役となりまし
た。第2は医学の進歩。迅速なウイルス解析と革新
的ワクチン製造技術は”未知なるもの”と対決できる
自信を与えてくれました。第3は「人との接触を減
らす」ことが日常化。家族との時間共有やライフス
タイルの見直しが進みました。ペストやスペイン風
邪同様、社会構造や価値観を変えた感染症としてや
がて教科書の1ページを飾ります。
　世の中には失ってから有難みを感ずる事例（思い
出）は沢山あります。個人的には「金沢駅」がその
一つ。先日京都に行きました。新幹線延伸前は関東
関西への往路は指定席なしでも大抵座れました。帰
路では乗り過ごす心配なし。しかも直通で乗り換え
不要。金沢駅は始発でも終着でもない途中駅になり
ました。
　2025年は昭和100年。5（10）の倍数です。終戦1945

（昭和20）。小生の生まれ1955（30）。大卒1980（55）。
大阪万博1970（2025は2回目）。松井55番。王選手55本。
大谷50-50。徳仁天皇65歳。私70歳。数字2025はすっ
きり割り切れますが、内外情勢は東西南北羅針盤の
針が定まりません。不安定混沌の時代です。
　医療や医師会が安定して存続するには、押すべき
は押す。引くべきは引く。硬軟柔軟性が求められま
す。会員の皆様には引き続き医師会活動への支援と
ご協力のほどお願い申し上げます。
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　令和6年度の定時総会が6月8日（土）グランドホ
テル白山で行われました。
　下﨑英二議長により議事が進められ、議案第1号
として、役員改選に伴う理事、監事、裁定委員の提
案がなされ、全会一致全員の当選が承認されまし
た。引き続き、議案第2号令和5年度事業報告、議案
第3号令和5年度収支計算書、議案第4号令和6年度事
業計画（案）、議案第5号令和6年度収支予算書（案）
が上程され、いずれも全会一致で承認された。
　総会終了後直ちに理事会が開かれ会長に古澤明
彦、副会長に柳　昌幸、橋本憲三が選出されました。
　新役員、理事、監事は次の方々です。
� （柳　昌幸）

会　長　　古澤　明彦（新）
副会長　　柳　　昌幸（新）　　橋本　憲三（新）
理　事　　生駒　友美　　　　井村　淳子（新）
　　　　　尾山　勝信（新）　　柿木嘉平太（新）
　　　　　川上　重彦（新）　　川北　　剛（新）
　　　　　眞田　宏人　　　　津山　　博
　　　　　寺島　成明　　　　冨田冨士夫
　　　　　長尾　　信　　　　長野　賢一
　　　　　堀川　　勲　　　　武藤　一彦
　　　　　矢ケ崎　亮（新）　　山川　　治
　　　　　山本　信孝
監　事　　吉光　康平　　　　嶋　　裕一（新）

白山ののいち医師会定時総会（令和６年６月８日）
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　令和6年初春の頃、突然、石川県医師会安田会長
より「秋の叙勲に内定した」との電話を頂き、一瞬
我が耳を疑いました。これまでに、医師会の先生方
の叙勲の報に触れたり、祝賀会に出席させて頂いた
りする機会がありましたが、その都度、「ああ、こ
の先生なら叙勲に値する方だ」と感じており、私等
には全く無縁な対岸の出来事のように思っていまし
たので、「私如きがそのようなものを頂いて宜しい
のでしょうか？」と問い返してしまいました。一旦、

「辞退」という言葉も頭をよぎりましたが、この上
無い名誉な事と思い直し、お受けする事にしました。
その後も半信半疑で過ごしておりましたが、9月中
旬になって、馳県知事より直々に叙勲決定の連絡を
頂き、漸く現実味を帯びてきました。その後、県の
担当者から、今後の予定と共に正式発表迄誰にも口
外しないようにとのお達しを受け、家内にも詳細は
伝えず、とにかく、皇居での拝謁式に合わせて、ホ
テルとJRの予約をするように頼みました。11月3日

（文化の日）、新聞等の報道で広報されましたが、そ
れに先立って、某新聞社のインタビューと写真撮影
がありました。11月6日には、県庁で伝達式が行われ、
馳知事より、個別に勲章を授かりました（写真1）。

国会議員を含む様々な方からご祝賀を頂き、また、
県内外の業者から、勲章と勲記（賞状）を収納する
額や返礼品のパンフレットが山のように届き、これ
は唯事ではないと気付かされました。いよいよ、11
月18日の拝謁式の日には、まず、ホテルニューオー
タニで伝達式があり、全国の同じ厚労省関係の叙勲
者約220名が一堂に会し、福岡厚生労働大臣より祝
辞を頂きました。その後、グループ別に13台のバス
に分乗し、皇居に移動。皇居内の広い駐車場で待つ
こと1時間余り、集合の合図と共に、グループ毎隊
列を組んで神殿（豊明殿）内に移動し、着座しました。
入室前に厳しいボディチェックがあるのではと予想
していましたが、何事もなく、同伴者（配偶者）も
後列に入室が許されました。一同、緊張の面持ちで
待つ中、程なく天皇陛下が入室され、壇上より全員
に祝意のお言葉を頂戴しました。その後、陛下は壇
上を降りられ、最前列に着座する叙勲者のうち、10
名程度の方に対し、直接お言葉をかけられ、にこや
かに談笑されました。私は、前列2列目に着座して
いましたので、幸か不幸かそのような機会はありま
せんでしたが、約2ｍ程の至近距離で陛下にお目に
かかり。その柔らかな笑みを湛えた優雅なお顔立ち
と優しく包み込むような語り口がとても印象的でし
た。拝謁の後、神殿内の広間で巨大なシャンデリア
に圧倒されながら、グループ毎に同伴者（後列）共々
記念撮影が行われました（写真2）。その後、同じく
バスで、皇居を離れ、前述のホテルで解散となり、
帰郷しました。本来、勲章と同時に勲記（賞状）が、
配られるはずでしたが、衆議院の解散、新総理大臣
の決定から日が浅く、石破総理の署名入りの勲記の
準備が遅れたため、漸く12月4日ホテル日航金沢で
の石川県主催のお祝いの会の前に、馳知事より個別

受賞のあいさつ

　　旭日双光章を受章して

� 　松  葉　　明
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石川県知事表彰を受けて
　このたび、医療功労者として石川県知事表彰とい
う名誉ある賞を賜り、心より感謝申し上げます。医
療の現場に携わる者として、地域の皆さまの健康を
支えるために日々努力してまいりましたが、このよ
うな形で評価をいただけるとは夢にも思わず、感激
しております。
　振り返りますと、医療の道を志して以来、多くの
方々に支えられながら歩んでまいりました。患者さ
ん一人ひとりの笑顔や「ありがとう」という言葉が、
私にとって最大の原動力であり、喜びです。この表
彰は、私個人の努力だけでなく、共に働く職員や家
族の支えがあってこそ実現したものと深く感じてお
ります。
医師会活動と多くの恩師たちとの歩み
　平成22年斉藤建二先生のお誘いを受け、白山のの
いち医師会理事を拝命し、現在もその任を務めてお
ります。また、平成27年からは武藤一彦先生の後任
として石川県医師会理事を務めさせていただいてお
ります。斉藤建二先生、吉光康平先生、松葉明先生

（元白山ののいち医師会会長）、古澤明彦先生（現白
山ののいち医師会長）、近藤邦夫先生（元石川県医
師会会長）、そして安田健二先生（現石川県医師会
会長）のもと、さまざまな会務に携わる中で、多く
の貴重な学びと経験を得ることができました。これ
らの経験は、私の医療活動の礎となっています。
新型コロナウイルスと地域医療への取り組み
　近年では、新型コロナウイルス感染症への対応を
はじめ、地域医療が抱えるさまざまな課題に直面
し、医療従事者としての責任の重さを痛感する日々
が続きました。それでも、これまでの取り組みが少
しでも地域社会に貢献できたのであれば、それが私
にとって最大の喜びです。
感謝と今後への決意
　今回の表彰を励みに、感謝の気持ちを忘れること
なく、これからも地域医療の向上に全力で取り組ん
でまいります。最後に、医療現場を共に支えてくだ
さる全ての皆さま、そして私を信じ、支えてくださ
る家族に心より感謝申し上げます。引き続き、誠実
に医療の現場で尽力してまいります。

に手渡されました（写真3）。
　この度の叙勲は、私個人に与えられたものではな
く、白山ののいち医師会を代表して授かったと認識
しています。理事、会長在職中にお世話になった当

医師会全ての方に感謝申し上げ、この栄誉を分かち
合いたいと思います。また、叙勲に際し、当医師会
より過分なご祝賀を頂いた事、紙面を借りて厚く御
礼申し上げます。

　　石川県医療功労者表彰式における県知事表彰を受賞されて

� 医療法人社団長尾医院　理事長　長  尾　　信
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　このたびは表彰を賜りまして誠にありがとうござ
いました。父の後を引き継ぎ開業医となってまだ間
もない私ですが、医師会の諸先生のご推薦と日頃か
らのお力添えによるものと存じます。この場をお借
りしまして深く感謝申し上げます。
　少子高齢化が言われて久しいですが、小児科の仕
事は多岐にわたり、日頃の感染症等の診療、乳幼児
健診、学校検診、予防接種などに加え、最近増加し
ている心の問題（不登校や心身症、不適応など）、
発達障害や多動等の障害、肥満ややせなどの栄養の
問題、私が専門としている小児内分泌疾患（低身長、
甲状腺疾患等）など、様々な問題への対応が必要と
されております。心の問題に関する患者さんはさほ
ど多くは診療しておりませんが、その要因も複雑で

あり、昨今の情報過多時代・SNSの影響も少なくな
いと思われます。専門の医療機関の先生との連携で
診ておりますが、今後もこのような問題への対応は
より複雑で難しいものとなることが予想されます。
一方、感染症の推移もグローバル化、多くの人の移
動などにより、全く予想の出来ない時代となりまし
た。少子化傾向ではありますが、急患センターや当
番医の受診者数は、かなり増加しております。この
様な新たなフェーズに対する対策も考えなければい
けないと感じております。
　今後も諸先生方にご指導頂き、微力ながらも地域
医療・小児科医療に貢献出来ればと思っております。
よろしくお願い申し上げます。

　　母子保健事業者表彰を受けて

� 浅井小児科医院　浅  井　　暁
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　日本の結核対策は戦後よりツ反、BCGの継続で小
児の結核予防に大きな成果をあげてきました。ただ
ツ反判定の難しさより予防投薬が過剰に行なわれて
いるとの反省もあり、加えてわが国での結核罹患者
の劇的な減少も見られ、22年前の平成15年（2003年）
に児童生徒のツ反BCGが中止となり、翌年には乳児
に対してはツ反無しで直接BCG接種に変更になり、
今日に至っています。
　小中学生に対しては平成15年より、管轄保健所を
原則一つの区割りとして全国総ての地域で小中学校
結核対策委員会が設置されました。この頃の国民の
結核罹患率は全国も当管内もまだ現在の2倍以上で
した。当地では1市2町5村の現在の白山市、野々市市、
かほく市、津幡町、内灘町が含まれていました。委
員の構成は各医師会代表、学校医代表、学校長代表、
養護教諭代表、学識経験者そして保健所長と13名で
す。当医師会からは浅井恭一先生、斉藤建二、河合
昂三先生、坂東琢磨先生、南聡先生、浅井暁先生が
引き続いてあるいは入れ替わり担当しました。
　委員会は年に2回開催され1回目は、問診より要注
意者を分別し、年間40～70名ほどですが学校医の内
科検診所見も参考に要精密検査者を選別し、該当児

童生徒に対して病医院で公費で精険を受けてもら
い、第2回の委員会でその検査結果資料を揃えて二
重チェックするシステムです。要精密検査者数は年
間10人前後でしたが幸い要精密検査者について治療
を必要とされる児童生徒はそれほど見られませんで
した。
　委員会の意見を待っているとタイムラグがあり、
この制度は平成24年に学校保健安全法施行規則の一
部改正により委員会からの意見を聞かずに主治医は
精密検査を行なうことができるとなっていました。
　今わが国には結核に関しては菌を持っている既感
染の人たち主に高齢者ですが、それと感染したこと
のない未感染のグループの二つが存在し、免疫力低
下による既感染グループでの発病が未感染グループ
への感染、発病という危険がいつも存在しており、
加えてさらに外国人による関与も見逃せない状況で
す。
　20年間続いた石川中央地区小中学校結核対策委員
会は昨年より閉会になりましたが、今後の児童生徒
の結核対策は学校医あるいは担当医がより適切に対
処するよう求められます。

20年間の石川中央地区小中学校結核対策委員会が終了
� 斉藤小児科医院（結核対策委員会委員長）　斉 藤　建 二

石川中央保健福祉センター・石川中央保健所
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　令和6年6月の当医師会総会に於いて、7年間務め
させて頂いた会長職を辞任致しました。元より、浅
学菲才の身、何の指導力も統率力も持ち合わせてお
らず、ひたすら会員の下部として仕えさせて頂きま
した。これまで支えて頂いた理事、監事の先生方、
事務局の皆様、ご協力頂いた会員の皆様に深く感謝
申し上げます。
　平成29年（2017年）前吉光会長からバトンを渡さ
れた時、3つの大きな課題がありました。一つ目は、
当医師会の財政問題でした。数年来、当医師会の収
支は赤字続きで、繰越金を食いつぶして、何とか運
営しており、近い将来には財政破綻が危惧されてい
ましたので、長年据え置かれていた会費の値上げを
させて頂く事としました。会員の皆様にはご負担を
お掛けする事になりましたが、それによって、以降、
安定した収支を維持出来ました。2番目は、当医師
会内に設置されている石川中央地域産業保健センタ
－の運営問題でした。近年、職場の保健衛生の重要
性が広く認識されてきた事もあり、石川中央圏の対
象事業所や相談件数の増加が顕著で業務内容が大幅
に増え、当医師会事務局と共有していた事務室も手
狭となり、その運営に窮していました。事業分割の
ため、金沢市医師会に協力を求めましたが、不調に
終わり、その対応に苦慮していました処、総務担当
理事の提案もあり、これまで倉庫として使用してい
た当医師会館内の1室を改装し、産業保健センター
専用の事務室として整備しました。それに伴い必要
なスタッフも増員し、従来より安定した業務を遂行
する事が可能となりました。3番目は、当医師会と
白山市、野々市市両市に於ける不均衡是正でした。
2市の異なる地理的、地域的特性を有する行政を考
えると全てを一本化するのは無理としてもその格差

を少しでも埋めたいと考え、とりあえず、当医師会
内で解決すべき事として、一部で空白のあった年末
年始・GWの当番医の配置を徹底し、当番医制の充
実を図りました。次に各種ワクチン定期接種の単価
の一定の計算式に基つ“き均等化を進めました。し
かし、前述の理由から、全てが期待通りとは成らず、
一定の限界も感じさせられたのも事実でした。
　令和2年からは、COVID19のパンデミックとなり、
当医師会、両市の行政担当者、保健センター、拠点
病院関係者等と会し、情報共有、対応策等、まだ暗
中模索の中進めました。ワクチン外交の遅れ等から、
日本での本格的なコロナワクチン接種は、翌令和3
年4月からとなりました。当初は、医療関係者が優
先接種となり、その調整を各郡市区医師会に一任さ
れる事になりました。接種医療機関となった各病院
の院長先生方には、相当無理なお願いを承諾頂き、
何とか接種枠を確保する事ができました。これに並
行して行われた高齢者中心の集団接種及び個別接種
には、多くの会員の先生方の献身的なご協力を頂き、
特に集団接種には、平日、土日、祝日のハードスケ
ジュールをこなす事ができました。また、発熱外来
にも多くの医療機関に手挙げをして頂き、コロナ蔓
延期の超多忙の中、そのニードに答えることができ
ました。
　そしてR6.1.1の能登半島地震、幸い当地では、殆
ど被害はありませんでしたが、1月中旬より、白山、
野々市両市に2次避難所が設置される事になり、白
山市では連日医師の派遣を、野々市市でも医師の巡
回を行いました。避難所での医療活動については、
試行錯誤の中、日々、行政、保健所、薬剤師会と協
議を重ねながら進めました。白山市の主たる2次避
難所（松任運動公園体育館）では、一時コロナ等感

退任のあいさつ

　　白山ののいち医師会長を辞して

� 　　松  葉　　明
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　平成21年4月から令和6年6月まで、白山ののいち
医師会副会長を務めさせていただきました。
　白山ののいち医師会は、当初「石川郡医師会」と
して発足しましたが、昭和45年（10月に松任町の市
制施行に伴い、「石川松任郡市医師会」に名称変更
されました。その後、平成17年2月に旧石川郡の1市
2町5村が広域合併して白山市が誕生し、それに伴い

「白山ののいち医師会」となりました。真田医院が
設立されたのは昭和35年、当時は石川郡医師会の時
代でした。令和4年に現在の地で開業した際や、平
成12年に理事になった時は石川松任郡市医師会、そ
して平成21年に副会長に就任した時には白山ののい
ち医師会となっていました。開業当初の医師会の事
務長は藤田崇宣さんでした。私が白山ののいち医師
会の理事になった際の事務長、横川幸雄さんは、実
は私が中学1年生の時の社会科（地理）の先生でした。
その後、事務長は米田徹さん、副会長を務めていた
時の事務長、西田良治さんは中学2年時のクラスメー
トで、懐かしく楽しい思い出があります。副会長退
任時には中山良久さんに大変お世話になりました。
また、事務の武田智子さんにも長年にわたり支えて
いただきました。

　開業以来、最も大きく変化したのは情報環境、特
にIT（Information Technology） の 進 化 で す。 通
信手段も、かつてのポケットベルやPHS（Personal 
Handy-phone System）、携帯電話から、現在では通
話だけでなく情報収集ツールとしても活用できるス
マートフォンへと変遷してきました。
　医療分野でもDX（Digital Transformation）が進
み、マイナンバーカードを活用した健康保険証、健
診データや薬歴の閲覧などが可能な時代になりまし
た。当院では、旧石川郡地域で初めて2002年（平成
14年）2月に電子カルテを導入し、公立松任石川中
央病院や「いしかわ診療情報共有ネットワーク（ID-
Link）」を活用した診療情報の交換にも取り組んでき
ました。
　白山ののいち医師会のメールアドレスのドメイ
ン「imcc-med.com」 は、「Ishikawa Matto County 
City」の頭文字を取っており、石川松任郡市医師会
時代にグループウェアを作る際に考案されたもので
す。AI（Artificial Intelligence：人工知能）との最
初の出会いは、心電図の自動判読機能だったかもし
れません。今後も、世の中のDX化やAIは想像以上
のスピードで進んでいくことでしょう。

染症が蔓延し、かなり危機的な状況に陥りましたが、
出務医師を2名に増員、訪問看護ステーションの協
力も得、何とか切り抜ける事ができました。出務頂
いた多くの会員の先生方の災害医療に対する意識の
高さに敬服致しました。これらの経験と教訓を踏ま
えて、災害時の行動規範となる簡便な「災害対策マ
ニュアル」を作成し、後世への指針とさせて頂きま
した。また、避難所での当医師会の活動に対し、後
日、白山市田村市長より、薬剤師会と共に感謝状が
贈呈されました。

　最後に、古澤新会長の下、当医師会の更なる発展
と会員の皆様のご健勝をお祈りし、在職中の御礼と
させて頂きます。今は、出港し、洋々と大海に乗り
出していく古澤丸の船影を、その無事の航行を祈り
ながら、最後まで見届けたい心境です。尚、私が当
医師会に残せるものは何もありませんでしたので、
その罪滅ぼしと、私を育てて頂いた御礼も込めて、
液晶ディスプレイを寄贈させて頂きました。既にタ
ブレット化した理事会や会議等で適宜ご活用頂けれ
ば幸いです。

　　白山ののいち医師会副会長退任にあたって

� 　真  田　　陽
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　このたび、白山ののいち医師会の監事を退任いた
しました。任期中は多くの方々に支えられ、充実し
た時間を過ごすことができましたこと、心より感謝
申し上げます。
　医師会の活動を通じて、地域医療の発展に少しで
も貢献できたことを嬉しく思っております。皆様と
の出会いや交流は、私にとってかけがえのない宝物
です。
　今後も医療の発展と地域の健康を願い、微力なが
ら応援してまいります。引き続き、皆様のご活躍を
お祈り申し上げます。
　改めて、これまでのご指導とご支援に感謝いたし
ます。

　最初はとても重要な仕事ですし、とても出来ない
と思われましたが皆様のご指導のおかげで何とか無
事に任をおえられました。
　公益社団法人から一般社団法人に変更で財産の変
更が必要とのことで戸惑いました。
　吉光先生に色々教えて頂き事務局の方々にもご苦
労をおかけしましたが、何とか無事に総会で御報告
出来ました。
　毎回帳簿と領収書がきちんとあっているかどうか
監査させていただきました。
　コロナ下で会長先生を始めとして医師会の皆様本
当に大変だったと思います。
　これからの更なる発展をお祈り申し上げます。

　　当医師会を退かれるにあたって

� かわい小児科医院　河  合　　博
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　この度、理事に就任させていただきました公立松
任石川中央病院病院長の尾山勝信と申します。
　これまで消化器外科専門医として従事してきた私
には、医師会活動は未知の世界でした。理事会に参
加させていただき、医師会の地域医療における役割
や仕事を勉強させていただいています。忙しい中、
地域住民の健康のために力を尽くされている医師会
の皆様の献身を強く感じます。
　私の役割は、公立松任石川中央病院を地域の基幹
病院として、これまで以上に医師会の先生方と連携
できる体制を整えることだと考えます。災害拠点病
院・地域医療支援病院としての機能に加えて、救急
診療やがん治療などの専門的治療に最新の知見を取

り入れながら取り組んでいます。救急搬送の受け入
れが急増しており、体制づくりに頭を悩ませていま
す。また、働き方改革や診療報酬改定などにより診
療体制の変革も急務です。公立松任石川中央病院
が地域の基幹病院としての機能を全うし、少しでも
医師会のお力となれるよう職員一同力を合わせて頑
張っています。当院は大規模増改築となる第7次増
改築を控えています。地域のニーズを汲み取り、そ
れに応える施設を構築したいと考えています。
　微力ではありますが、白山ののいち医師会のお役
にたてるよう力を尽くしていく所存です。皆さまの
ご指導ご鞭撻のほど、何卒宜しくお願い申し上げま
す。

　皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお喜び申
し上げます。この度、2024年6月に理事に就任させ
て頂きました井村淳子です。
　私は、2004年3月に金沢医科大学を卒業し、臨床
研修制度の1期生として金沢医科大学病院で2年間初
期研修し、2006年4月に金沢医科大学病院腎臓内科
に入局致しました。金沢医科大学病院で後期研修
をした後、恵寿総合病院や穴水総合病院へ出向し、
2019年4月から井村内科腎・腎透析クリニックで副
院長として勤務しております。クリニックに勤務す

るようになって初めて医師会に入会し、医師会活動
を少しずつ見聞きする程度でしたので、この度理事
に就任し皆さまにご迷惑をおかけするのではと心配
しております。理事会に出席してもまだまだ拝聴す
るばかりですが、地域医療に貢献できるよう頑張っ
てまいります。前会長の松葉先生からは女性医師と
しての目線で活躍をとご推薦頂きましたので、私ら
しく精一杯頑張りますので皆様ご指導ご鞭撻をよろ
しくお願いいたします。

就任のあいさつ

挨　拶

� 　　尾 山　勝 信

白山ののいち医師会理事就任に当たって

� 　　井 村　淳 子
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　2024年6月から理事に就任いたしました。よろし
くお願いたします。
　私は2020年8月まで金沢医科大学形成外科に所属
しておりましたが、縁あって同年9月より扇翔会南ヶ
丘病院にお世話になることになりました。さらに、
2021年6月に病院が野々市市に移転したことにより、
白山ののいち医師会の一員となりました。そして、
病院が野々市市に移転して4年目となった昨年春に
古澤会長からお誘いを受け、理事を務めさせていた
だくことになりました。既に齢70を過ぎて、病院の
診療に加えて医師会活動にも関わる体力があるか若
干不安ではありましたが、地域医療への貢献を目指

す南ヶ丘病院を代表して医師会活動に関わる事も大
事な責務と考え、お引き受けさせていただきました。
　大学に在籍していた10数年ほど前ですが、当時の
小森会長の下で県医師会の副会長を4年間勤めまし
た。その際、県医師会や郡市医師会の活動を初めて
見聞きし活動を共にして、診療の傍ら、地域医療の
発展に尽力される各医師会の役員の先生方には頭が
下がる思いでした。当時と比べて年齢もいきました
が、古澤会長のもとで白山ののいち医師会の発展に
少しでも寄与できればと考えています。よろしくお
願い申し上げます。

　令和6年度から理事に就任させていただきました。
　これまで公立松任石川中央病院で勤務しておりま
したが、令和6年4月から公立つるぎ病院の院長に就
任いたしました。これに伴って、前院長の谷卓先生
から医師会理事も引き継いだ形となりました。
　公立つるぎ病院は鶴来から白山ろく地域で中核的
な役割を果たしている病院で、回復期医療やへき地
医療にも取り組み、在宅・介護と連携した包括的な
医療を展開しています。

　私は急性期病院での勤務が長く、いわゆる「治す
医療」を中心とした診療をしてまいりましたが、公
立つるぎ病院に来てからは、病院を運営する立場と
なり、地域での「治し支える医療」について勉強す
ることが多くなりました。
　医師会の皆様との連携を深め、これまで以上に地
域の健康維持に貢献できる病院にしていきたいと考
えています。ご支援・ご指導をよろしくお願いいた
します。

白山ののいち医師会理事就任のご挨拶

� 南ヶ丘病院　川 上　重 彦

白山ののいち医師会理事就任に当たって

� 　　柿 木　嘉平太
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　令和6年6月から、白山ののいち医師会の理事に就
任させていただいた矢ヶ崎亮と申します。昭和47年
に父が開業した外科医院を、平成14年に引き継いで
現在に至っています。
　父は昔こちらの医師会長をしていたのですが、そ
の職を降りた頃から急に老け出したので、医師会の
仕事はさぞ重責に違いないと思っていました。この
たび松葉先生から、理事を引き受けてほしいとの御
依頼があり、自分には荷が重いのではと思いました
が、この地で長く仕事をしていれば、こういった役
職が回ってくるものと考え、お引き受けさせていた
だきました。また、御指名いただき光栄に思わなかっ

たといえば嘘になります。とにかく、引き受けたか
らには精一杯努力する所存です。
　既に理事会には何度か出席させていただいていま
すが、そのつど古澤会長はじめ諸先生方の地域医療
に対する熱意が強く感じられ、気が引き締まります。
また事務局の方々にも、分からない所を教えていた
だき、たいへんお世話になっております。そして何
より感じたことは、皆様全員が結束して課題に対処
しようとするチームワークの良さです。自分もこれ
から少しでも医師会に、ひいては地域医療に貢献し
たいと考えているので、ご指導の程よろしくお願い
いたします。

　令和6（2024）年度より新たに理事に選任されま
した川北剛（かわきた こう）と申します。よろし
くお願いいたします。
　2004年に野々市市（当時はまだ野々市町）横宮の
スポーツクラブV10内でかわきた整形外科醫院を開
院し2013年に現在の押野（ふるさわ内科さんのお向
かい）へ移転しました。早いもので開業して昨年12
月で20年になりました。
　お恥ずかしい話ですがこれまで医師会の活動に関
してほとんど無関心でした。整形外科医ですので検
診や学校保健とはあまり接点がなく、高い？（すみ
ません）会費は払っているものの具体的にどのよう
な活動をしているのか全く知りませんでした。正直
このような会員が理事という大役に就いてもいいの

だろうかとお話しいただいたときは迷いましたが私
自身の勉強の場と考えお受けいたしました。
　実際理事会に参加してみて、医師会が多岐にわた
る事業に関与しており地域医療を実践していく上で
の重要性を再認識しています。またお手伝いいただ
いている事務方のお二人の大変さも改めて感じまし
た。
　今のところ理事会に出席しても先輩理事の皆様の
発言を聞いているばかりで何の役にも立っていませ
んが、今後は古澤会長のもと微力ではありますが、
与えていただいた仕事を誠実に行いながら少しでも
会員の皆様のお役に立てるよう、また地域医療の向
上に貢献できればと考えています。今後ともご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

白山ののいち医師会理事就任に当たって

� 　　矢 ヶ 崎　 亮

白山ののいち医師会理事就任にあたって

� 　　川  北　　剛
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　診察室のデスクの上に小さなマスコット人形が置
いてあります。
　それは以前に、医院開業10周年を記念して、ス 
タッフたちがおもちゃ好きな私にプレゼントしてく
れたものでした。スタッフが私の顔写真の角度を変
えて何枚もとっていて不思議に思っていたのです
が、それをもとに作っていただいたものでした。
　時々それをみつめて自問自答しています。「初心
を忘れていないか、やりたいことはやっているか」
と。
　この年になってからなぜか、関心の有無にかかわ
らず、何かと役職や仕事を頼まれることがあります。
　このたび、これまではほとんどかかわりのなかっ

た医師会の仕事を仰せつかりました。
　先輩からは責任重大と脅かされています。拙劣で
すがよろしくお願い致します。
万象肯定万象感謝。

監事就任に当たって

� 　　嶋　　裕  一
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第1回外来感染対策向上加算カンファレンス
2024/7/25に公立松任石川中央病院連携棟会議室に
て行われました。
1. 診療報酬改定と診療所版J-SIPHE
　公立松任石川中央病院　三田 麻友子先生
　2024年度診療報酬改定における外来感染対策加算
などについてご説明いただきました。厚生労働省院
内感染対策サーベランス事業（JANIS）、AMR臨床
リファレンスセンター　OASCISについてもご教示
いただきました。カンファレンス後のアンケートで
は、知らなかった内容で勉強になったとの声をいた
だきました。
2. 診療所版J-SIPHE（OASCIS）のすゝめ
　長尾医院理事長　長尾 信先生
　OASCISの使用方法などにつき、実際に使用され
ているデーターを含めて、ご講演いただきました。
アンケート結果においては参考になったとのご意見
が多く、自院でも導入したいとのご意見もいただき
ました。
3. タイベックスーツ着脱訓練
　公立松任石川中央病院ICT
　タイベックスーツとは、ウイルスや粉塵、放射性
粉塵などの侵入を防ぎ、作業者を感染症や放射線か
ら守る効果があります。それについて着脱訓練がお
こなわれました。装着にあたっては、各防護具には
装着の順序があり、感染をきちんと防ぐためにも、

装着方法と順序をしっかり覚える必要がありまし
た。
　全体を通してのご意見では、経口抗菌薬の選択に
ついてご教示いただきたい、新興感染症や現行の
COVID-19に対する感染対策のスタッフ向けの講義
をしてほしいとの声をいただきました。

第2回外来感染対策向上加算カンファレンス
2024/12/12に公立松任石川中央病院連携棟会議室お
よびZOOMにより開催されました。
1. AMRアクションプランと当院の現状
　公立松任石川中央病院薬剤部　三田 麻友子先生
薬剤耐性（AMR）の発生や拡大を防ぐために策定
する計画である、AMRアクションプランについて
詳細にご教示いただきました。また当地域における
抗菌薬の使用状況についてもわかりやすくご説明い
ただきました。
2. 急性気道感染症に対する抗菌薬の実例
　―AWaRe分類は絶対か―
　ばんどう内科・呼吸器クリニック　坂東 琢麿先生
　AWaRe分類についてご説明いただき、それぞれ
の抗生剤の特性について詳細にご教示いただきまし
た。また最近流行しているマイコプラズマ感染症な
どについて、実際の症例を提示していただき解説し
ていただきました。
� （津山　博）

令和６年度　外来感染対策向上加算カンファレンス

第１回  令和6年7月25日（木）　第２回  令和6年12月12日（木）　公立松任石川中央病院
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　今回の研修には、60歳から70歳代の地域住民や医
療関係者の方を中心に合計32名の参加がありまし
た。ACPについての講義の後、厚生労働省が作成
した動画を視聴して頂き、カードゲーム「もしバナ
ゲーム」を参加者全員で行いました。アンケート結
果から、多数の方が何気ない日常の会話の中で「も
しもの時」について話合いができており、「人生会 
議」という認識はなくとも、家族の間で大切な話合
いができていることが分かりました。また、カード
ゲームを通じて「もしもの時のため」の事を考える

きっかけとなった方が9割を超えており、「最期に大
切にしたいことは何か、真剣に考えることができま
した。他の方々のご意見を伺うことができ勉強にな
りました。」「介護体験を通して、考えることもある
のだなと思いました。」等、親しい人と話すだけで
はなく、他者との意見交換の場が、その方の今後の
人生を考える上で貴重な体験になるのだと感じまし
た。今後も『もしバナゲーム』を活用してACPの
普及活動に繋げていきたいと思います。

白山市の在宅医療介護連携を考える会

令和6年10月5日（土）　白山市民交流センター

もしもの時の人生会議　～語ろう、自分らしい生き方について～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白山石川医療企業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公立つるぎ病院　緩和ケアチーム
� 星野 真紀　石崎 有紀　小松 康弘
� 東藤 亜衣　村田 芽生　岡本 智恵



白山ののいち医師会報令和7年4月1日 第18号　（17）

　9月7日　救急の日に当医師会と白山野々市広域消
防署との共催で救急フェアが、イオンモール白山で
行われました。
　初めに、ひゃくまんさん（ゆるキャラ）等の参加
もあり和やかな雰囲気で開会式が行われました。各
コーナーでは、消防署による心肺蘇生術やAEDの

使用法の体験、野口保健師による健康相談や骨密度
測定、そして、金沢脳神経外科病院長山本信孝先生
による脳卒中の健康相談等、どのコーナーも盛況で、
480名以上の参加者があり、市民の皆様の救急処置
に対する関心の高さが伺われました。
� （柳　昌幸）

令和６年度　救急フェア

令和6年9月7日（土）　イオンモール白山
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� 公立松任石川中央病院
� 外科　中村　慶史

　大腸癌に対する外科治療は近年、腹腔鏡手術、ロボッ
ト支援下手術などの技術の進歩により、より体への負
担が少ない選択肢が増えてきた。かつて行われていた
開腹手術と比較し、腹壁破壊の少ないアプローチによ
り、術後創痛の軽減や腸管蠕動の早い回復がもたらさ
れ、技術的にはより精緻な手術が可能となることによ
り根治性の高い手術が期待され、多くの施設で導入さ
れている。
　1993年に本邦で初めての大腸癌に対する腹腔鏡手術
が報告され、1996年に早期癌、2002年に全大腸癌に対
して保険収載された。以後年々腹腔鏡下大腸切除術は
増加し現在では全大腸癌手術の約8割が腹腔鏡で施行
されている。ロボット支援下手術は2018年に直腸癌、
2022年に結腸癌に対して保険収載され、現在では大腸
癌腹腔鏡手術の約4割を占めるに至っており、国内施
設へのロボット導入数も増加の一途をたどっている。
　腹腔鏡手術は癌の根治性を損なうことなく、小さな
傷で、痛みが少なく、出血量が少なく、腸管運動の回
復が早く、結果として入院期間の短縮、早期社会復帰
が期待できる術式とされている。ロボット支援下手術
では、上記に加え、関節を有する鉗子による繊細な切
離ラインの選択、3D画面による詳細な術野認識、手振
れ防止機能による確実な切離・剥離などが可能となる。
一方、デメリットとしては、手術時間の延長、技術的
難易度の高さなどが問題であり、十分な準備や技術の
習得が必要とされる。前述のように、ロボット支援下
手術では腹腔鏡手術に上乗せされるメリットがあり、
特に難易度の高い直腸癌手術でより力を発揮する。狭
い骨盤腔という空間の中で、自由度の高い関節を駆使
しながら、直腸癌を一定のゆとりをもって前立腺や膣
などの周囲臓器を温存しながら切除することが可能と

なる。また臓器のみならず神経も温存し、直腸癌手術
特有の術後後遺症である性機能障害・排尿障害などの
軽減にも寄与する可能性がある。これらは我々腹腔鏡
下直腸手術を行ってきた大腸外科医には非常に有利な
選択肢として実感していることである。
　直腸癌の手術選択肢にはもう一つ、経肛門的腹腔鏡
アプローチという選択肢が存在する。これは2010年頃
から海外より報告されてきたもので、通常使用する腹
腔鏡の道具を肛門から用いて直腸癌を切除するという
ものである（trans-anal TME：taTME）。肛門近くの
直腸癌は腹部からの操作では最も深部に存在するた
め、長時間手術となる上に、手術機器の操作性も不良
となる。ロボット支援下手術はこの困難性を解決しう
る選択肢ではあるが、肛門近くの病変を間近で操作で
きる経肛門腹腔鏡アプローチは時間的にも、操作性と
してもメリットがあるアプローチである。さらに腹部
チームと肛門チームの両方からアプローチすることで
手術時間の短縮も可能となる一方、技術的難易度が極
めて高く、外科医の人数も要するというデメリットも
存在する。
　大腸癌に対する外科治療は、開腹の時代から腹腔鏡、
さらにはロボット支援下手術、経肛門手術へと着実に
進歩してきており、症例ごとにこれらのアプローチを
駆使して、より精度の高い癌の切除、臓器の温存を目
指し、日々の研鑽に努めていきたい。

第20回病診連携研修会

最新の大腸癌外科治療

令和6年10月5日（土）　金沢国際ホテル



白山ののいち医師会報令和7年4月1日 第18号　（19）

　令和6年10月7日（月）午後7時より、石川県医師
会館およびZoomを利用したハイブリッド形式で、
郡市医師会と石川県医師会との懇談会が開催されま
した。当医師会からは古澤明彦会長をはじめ、20名
の会員が参加しました。
開会の挨拶
会の冒頭では、金沢市医師会の鍛治恭介会長および
石川県医師会の安田健二会長からご挨拶がありまし
た。その後、河北郡市医師会の久保隆之会長の司会
により議事が進められました。
石川県医師会からの議題
石川県医師会から提示された議題は以下の通りです。
　1. ベースアップ評価料について（牧本和夫理事）
　2. 能登半島地震について（齊藤典才理事）
　3. 医師会組織強化について（古川健治理事）
　4. かかりつけ医機能報告制度について（長尾信理事）
　5. 主治医意見書の書き方説明会（石田雅樹理事）
各理事から詳細な説明が行われ、活発な意見交換が
なされました。
郡市医師会からの議題
郡市医師会から提出された議題は以下の通りです。
　1. 昨今の学校健診にまつわる諸問題について
　　（轟副会長）

　2. 医療DXについて（長尾理事）
　3. �パリオリンピックでXY染色体保持者が女子ボ

クシングに出場した問題について（菊地理事）
各議題に対して具体的な事例や課題が共有され、今
後の取り組みについて議論が行われました。
特別講演
また、日本医師会の佐原博之常任理事より「医政活
動の重要性」についてご説明があり、医療界におけ
る政策活動の意義と必要性について深い理解を得る
機会となりました。
閉会の挨拶
最後に、白山ののいち医師会の古澤明彦会長より閉
会の挨拶があり、本会は終了しました。

＊令和7年4月から、「かかりつけ医機能制度」が始
まります。この制度の充実を図るためには、より多
くの医療機関にご参加いただき、現状をご報告いた
だくことが重要です。それにより、地域全体を支え
る「かかりつけ医」の機能が一層強化されることを
期待しています。
下記に、今後のスケジュールを記載しておりますの
で、ご確認ください。

令和６年度　郡市医師会と石川県医師会との懇談会（石川中央地区）

令和6年10月7日（月）　石川県医師会館（ハイブリッド形式）
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　令和6年11月9日に野々市市役所ホール椿にて第15
回「医療と介護のシンポジウム」を開催しました。
主題は「孤立した介護者へのケア」として、近年話
題に挙げられるヤングケアラー（家族の世話等を日
常的に行っている子ども）を中心として、孤立した
立場に置かれやすい介護者をいかに理解して支援し
ていくかという課題について、学び、討論する機会
を設けました。
　まずは基調講演として、この問題に長く取り組ん
でこられた石川県児童相談所所長の福村一氏に「ヤ
ングケアラーの支援について」というタイトルで、
ヤングケアラーの定義、実態や、自治体の支援の実
情などについて講演をいただきました。印象深かっ
たのはヤングケアラーの心情に関して、①ケアをし
ている状況についてかわいそうと憐れまれることを
嫌がる場合もある　②ケアを受けている家族を悪く
言われたくないと感じている場合も多い、など私た
ちのヤングケアラーに対する認識や理解に不十分な
部分が多いことを知りました。石川県の学校の調査
でも、各クラスに1〜2名は「世話をしている家族が
いる」と回答しており、やむを得
ない欠席、遅刻、早退の原因にな
ることもあるようです。学校生活
や将来への影響も少なくなく、適
切なアプローチから有効な支援に
結びつけることが求められていま
す。

　後半は、孤立しがちな介護者への対応の経験を、
郷・押野地区地域包括支援センター　池田恭子氏、
白山市地域包括支援センター　綿谷聡成氏、野々市
訪問看護ステーション　能村桂子氏、居宅支援そよ
風　大倉清美氏の4名に発表していただき、加藤洋
平先生の司会にて討論を進めました。
　講演、発表、討論を聴いて、ヤングケアラーを含
めた孤立しがちで困難を抱える介護者の持つ問題点
として、一つは生活においての経済的な困窮等の問
題も立ちはだかりますが、もう一つ重要なのはやは
り地域との接点で、いろいろな場面で周囲の人々の
認識と介護者本人の心理状態や心情とがくい違って
しまい、アプローチする側と受け取る側の間に「壁」
を作ってしまうように思えました。
　今回の講演、シンポジウムでは、そういった「壁」
を作る要因となるものが、それぞれのケースから導
き出されていて、私たちが「孤立するケアラー」に
接し支援する際のヒントとなるものがあったように
思います。
� （山川　治）

第15回「医療と介護のシンポジウム」を終えて

令和6年11月9日（土）　野々市市役所
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1　石川県内における労働災害の動向
　令和4～6年度、夏場の屋外作業で熱中症による死
亡事故が発生し、作業環境管理が重視されています。
　また、令和元～5年の死傷災害では第三次産業の
割合が高く、特に社会福祉施設での増加が顕著です。
　さらに、50歳以上の労働者による災害が多く、旅
館業や小売業で高齢者の災害率が高いことが特徴的
です。
　特に高齢労働者の転倒災害が多発しており、第三
次産業や転倒防止対策が重要課題となっています。

2　業務上疾病の動向
　令和5年度、全国の脳・心臓疾患の労災請求は1,023
件と大幅増加し、運輸業や卸売業、小売業など身体
的負担の大きい職種で多く見られます。
　精神障害の労災請求は3,575件に増加し、主な請
求原因はパワハラや業務の過重負担です。
　石川県では腰痛が最多で、次いで熱中症が発生し
ており、予防策が重要です。

3　第14次労働災害防止計画
　労働災害防止計画は、働く人の安全と健康を守る
国の基本計画です。
　石川労働局では第14次計画（2023～2027年度）に
基づき、13次計画期間中の最小値から5%以上の減
少を目指しています。
　重点事項は、安全衛生対策の普及、多様な働き方
への対応、高齢者の安全確保であり、エイジフレン
ドリーガイドラインの活用も推進
中です。
　当センターでは、計画にあわせ、
体力測定や運動指導など個別支援
も行っています。

4　個人事業主の安全衛生対策
　労働安全衛生法は労働者を保護対象としてきまし
たが、2021年の最高裁判決を受け、個人事業主にも
保護が拡大されました。
　その中で、「個人事業者等の健康管理に関するガ
イドライン」が2025年5月に発出され、労働者であ
るか否かに関わらず同じ安全衛生基準を享受するべ
きとの考えに基づいています。
　具体的には、個人事業者や中小
企業の事業主が心身ともに健康を
維持しながら働けるよう支援内容
が盛り込まれています。

日本医師会認定

白山ののいち医師会産業医研修会

令和6年11月8日（金）　グランドホテル白山

最近の労働衛生行政の動向
（労働衛生関係法規の改正ほかについて）

� 独立行政法人　労働者健康安全機構

� 石川産業保健総合支援センター　副所長　大 川　陽 平

【石川労働局HP】

【厚労省HP】
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5　�過重労働による健康障害防止と時間外労働の上
限規制の改正

　労働時間管理では、始業・終業時刻の客観的確認
と記録が基本です。自己申告制の場合、実態調査や
補正が必要な場合があります。
　改正された時間外労働の上限規制では、月45時間・

年間360時間を超える労働が原則禁止され、違反時
には罰則が科されます。
　特例として延長が認められる場合もありますが、
建設業、自動車運転業務、医師業務（下表参照）な
どの特定業種には独自の規制があります。
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　雪がない穏やかなお天気の2025年1月11日土曜日
にホテル日航金沢30階 ラ・プラージュにて開催致
しました。今年は会員のご家族も一緒に参加して頂
きました。30階からの素晴らしい夜景と新年会にふ
さわしい華やかな雰囲気の会場の中、古澤明彦会長
のあいさつで始まり、橋本憲三副会長に乾杯の音頭
をとって頂き、美味しいディナーやお酒を楽しんで
いただきました。会の中盤では、石川県で活躍され
ているフルート奏者3名のグループのsuoni felici（ス
オニ・フェリーチ）さんに素敵なフルート三重奏を
演奏して頂きました。聴きなじみのあるメロディー
の華やかなアレンジのきいた演奏に穏やかな新年を

迎えられた喜びを感じることができました。そして、
恒例のお楽しみ抽選会も行いました。古澤会長のく
じ引きで大いに盛り上がり、8名の先生方にお年玉
が渡されました。
　最後は、柳昌幸副会長の締めのお言葉を頂き、会
員とそのご家族の皆さんの今年1年のご多幸とご健
康を祈念して無事に会を終えました。参加して頂い
た会員の皆さんありがとうございました。また、準
備に尽力頂いた事務局の中山さん、武田さんに感謝
申し上げます。
� （井村 淳子）

第17回白山ののいち医師会会員新年会

令和7年1月11日（土）　ホテル日航金沢
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　恒例となった当医師会と白山市・野々市市との2
市保健衛生・学校保健懇談会が、令和7年3月5日グ
ランドホテル白山に於いて、野々市市  粟 貴章市長、
白山市  清水 茂教育長、野々市市  大久保 邦彦教育
長並びに両市の健康福祉部長をお迎えし開催されま
した。まず、例年通り、両市より
①  任意ワクチン接種の公費助拡大について 
②  がん検診の現状報告について 
③  特定健診・保健指導の現状及び評価について
上記について定例報告がなされた後に、意見交換を
行いました。さらに、当医師会から提出した下記協
議題について現状報告と取り組みについて活発な討
論、意見交換がなされました。
④  �SNS・スマホにおける健康面・精神面等の現状

と対応について
⑤  学校医健診の在り方について

子供たちの間でSNS・スマホの使用が普及するなか
で、様々な情報が氾濫しトラブルも発生しており、
その使用の仕方に対する学校側の考え方や生徒会な
どの自主的な取り組みなどの現状が話し合われ、今
後の対応についてさらに検討していくことになりま
した。また、学校医健診の現場でのトラブルや父兄
の理解、学校側の説明や対策についても話し合われ
前向きに改善していくことになりました。発達障害、
不登校等のメンタルヘルスや子どもの虐待について
は、市の子供相談室の積極的な活用を含め、十分な
対応を進めていくことになり、内容の濃い会となり
ました。懇談会の後は、数年ぶりに懇親会が開かれ
行政と医師会の交流が行われ、これまで以上に親睦
が深まりました。
� （柳　昌幸）

令和６年度　２市保健衛生・学校保健懇談会

令和7年3月5日（水）　グランドホテル白山
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　3月2日第64回学校医研究発表会がハイブリッド開
催で能登食祭市場2階パーラーのとで開催され、会
場に出席し発表してきました。
　ここ白山市では旧松任市の頃40年以上前各学年
に貧血検査を行なっていました。30年前からは市
内4中学校2年生だけを対象に、20年前からは白山
市内9中学校2年生を対象に、赤血球数、Hb値、Ht
値、白血球数、血小板数、血清鉄量、フェリチン値、
TIBC、UIBC、MCV、MCHC、総コレステロール
値などについて、協力医療機関で採血し、医師会検
査センターに検査を依頼し、結果についてそれぞれ
の協力医療機関で指導・治療にあたり、生徒のとく
にこの思春期に多い貧血をはじめとした健康管理に
役立ててきました。

【協力医療機関医師名】
　斉藤建二　有川　功　池渕香端美　生駒友美
　石倉和秀　井村　優　井村淳子　浦田哲郎
　岡村利勝　織田英史　織田裕之　加賀谷真希子
　河合　博　北村　康　眞田宏人　真田　陽
　塩谷隆策　嶋　裕一　下崎英二　新　浩一
　新　正浩　新村篤史　新村康二　末吉泰信
　清田明憲　蘇馬真理子　高松優香　高森正人
　多賀千之　多賀浩美　忠縄秀一　谷　吉雄
　種市靖行　筑田正志　筑田正史　津田功雄
　津山　博　寺島成明　長尾　信　中出忠宏
　永嶋清和　南部　澄　橋本宏樹　原潤一郎
　坂東琢麿　卞　在和　松葉　明　松本昌史

　宮田岳人　宮谷博久　宮森千明　武藤一彦
　矢ヶ崎 亮　安原　稔　柳　昌幸　山本　博
　米田正夫　渡邊文生　渡辺美弥子　渡辺　甫
　渡辺　慎

　白山市立の9つの中学校の2年生全員6年間で男子
3,304名、女子3,168名を対象として希望者に夏休み
を中心に9月中に、2年前からは10月末までの間に60
のいずれかの協力医療機関に来てもらい静脈より採
血を行い、石川県医師会検査センターで、赤血球数、
白血球数、ヘモグロビン値、ヘマトクリット値、血
小板数、血清鉄量、フェリチン値、TIBC、UIBC、
総コレステロール値の各検査を行った。
　この間9中学校の受験者数は男子1,477名、女子
1,699名で受験率はそれぞれ44.7％、53.6％であった。
またいずれの年度も女子の受検率は男子を上回って
おり、検査期間の終盤により多く受験する生徒が多
かくなる傾向はこれまでと同様で開始時より関係機
関からの一層の声かけが必要と思われる。
　基準値はHb値については男子12.0、女子11.5とし、
フェリチンについては男女共に15とした。有所見者
発現率は特に女子において血色素量、ヘマトクリッ
ト値、血清鉄量、フェリチン値など貧血を示唆する
項目で高かった。
　ヘモグロビン値は男子1.8％、女子7.0％、フェリ
チン値は男子5.9％、女子22.7％が低値であった。
　またヘモグロビン値とフェリチン値について分析
すると、男子においては6年間平均で、ヘモグロビ

石川県学校医研究発表会

令和7年3月2日（日）　能登食祭市場

　白山市内中学校生徒の最近６年間にわたる
　貧血等血液検査結果について

� 斉藤小児科医院　斉 藤　建 二



白山ののいち医師会報（26）　第18号 令和7年4月1日

ン値のみ低い生徒、ヘモグロビン値もフェリチン
値両方とも低い生徒、フェリチン値だけが低い生
徒はそれぞれ男子0.4、1.0、4.5％で、女子0.8、6.2、
16.4％であった。
　フェリチンの低値は鉄欠乏状況を如実に表す検査
値で、鉄欠乏性貧血が発生するには先ず貯蔵鉄であ
るフェリチン値が低下してその後ヘモグロビン値が
低下していくと考えられる。
　ヘモグロビン低値者は男子に1.8％とほとんど無
いが、女子に多く7.0％に及んだ。フェリチン値は
男子で5.9％、女子に低値を示す者が22.7％と多かっ
た。この所見はこれまでの結果とほぼ同様であった。
　従来からスポーツ貧血が言われ、これまでの過去
の結果でも貧血を示唆する項目で男女共運動部所属
者の平均値は文化部所属者より低かった。今回も運

動部の方が赤血球数、Hb値、Ht値、フェリチン値
が男女共低かった。
　総コレステロール値については250以上の髙値を
示すのは男子で4人の0.2％、女子で10人の0.5％に見
られた。このうち検査された協力医療機関より3人
がFHとの報告を受けたが、家族性高コレステロー
ル血症は約300人に1人との発生率を考えるとこの14
人のうちのほとんどはFHの疑いがあると推察され
る。
　また朝食を食べない、時々食べないの生徒は男女
共数％いた。偏食については男女共1/4に見られ、
魚類、野菜類豆類が際立っていた。子どもたちの日
本食離れが如実に表れたようで生活習慣病予防の観
点から今後が懸念される。
　思春期には男女共身体の急激な成長があり、ダイ
エットなど不適当な食事内容、そして強度のスポー
ツの影響、さらに女子では月経による失血への影響
も大きく、思春期には鉄欠乏性貧血や潜在性鉄欠乏
状態が多く見られる。
　鉄欠乏が判明した場合鉄剤投与により容易に改善
が見られ、中学生を対象とした血液検査は対費用効
果も大きく受診率の向上に一層心がけたい。また異
常値を示した場合はその後のフォローアップの一層
の充実が求められる。

安田会長　　　和田教授
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　令和7年3月6日（木）19時よりグランドホテル白
山加賀の間において、令和6年度の白山野々市地区
三師会懇談会が開催されました。今年度は薬剤師会
が当番でした。白山ののいち薬剤師会の吉田 誠会
長による開会挨拶に引き続き、話題提供としてか
がやきクリニック/サードベース診療所の小林星太
先生から、「高齢者薬物療養における薬剤師からの
提案」というタイトルでお話がありました。高齢
者は多剤処方されているケースが多く、中でも三
段攻撃とも呼ばれているトリプルワーミー（Triple 
Whammy）について解説されました。これは腎機
能に悪影響を及ぼす薬の組み合わせであり、具体例
を提示されました。レニン・アンギオテンシン（RA）
系阻害薬／アンギオテンシン受容体阻害薬（ARB）、
利尿薬、NSAIDsの3剤を併用することで急性腎障
害のリスクが高まることを指摘され、特にNSAIDs
は張り薬でも起こりうるので要注意とのことでし

た。多剤併用だと見落とすこともあるのでAIを活
用するのもチェック方法のひとつかもと言われまし
た。質疑応答では、医師会側から①電子処方箋等
DX化が推進されていても、未だ受診した患者さん
の他院の投薬情報が容易に得られない、②多剤併用
にならないようにどうすべきか、③サプリメント使
用している方への対応はどうすべきか等予定時間を
過ぎるくらいに活発に行われました。懇談会終了後
は白山の間に移動して、新型コロナウイルス感染症
のパンデミック以来の久しぶりの懇親会も開催され
ました。当医師会の古澤明彦会長の乾杯挨拶のあと、
これまでのブランクを感じさせない、時間が経つの
を忘れるくらいに交流がなされました。閉会挨拶は、
次回当番の白山野々市歯科医師会の中村 充会長が
され、つつがなく閉会となりました。
� （文責：橋本憲三）

白山野々市地区三師会

令和7年3月6日（木）　グランドホテル白山
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◇第１回事例検討会
日　時：令和6年12月11日（水）19：00 ～ 21：00
場　所：野々市市役所　2階　ホール椿
発　表：地域で認知症対応に困っている事例について
　　　　　講師：ときわ病院　副院長　内藤  暢茂　先生
発表後：グループワーク、グループ発表、内藤暢茂先生のミニレクチャーと講評

◇第２回事例検討会
日　時：令和7年2月19日（火）19：00 ～ 21：00
場　所：白山市福祉ふれあいセンター
発　表：地域の具体的な認知症高齢者の事例を用いて、事例検討を行いました。
　　　　　講師：長尾医院　院長　長尾  信　先生
発表後：グループワーク、グループ発表、講師 長尾  信先生からミニレクチャーと講評

かかりつけ医等認知症対応力向上研修第１・２回事例検討会
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　かつて石川県はラーメン不毛の地と言われまし
た。ラーメンと言えば中華のチューやなんでやろー
の8番などが定番でした。しかし約20年前から県内
に様々なラーメン屋が出来ました。ところで今では
ラーメン食べ歩きが激減しましたけど、僕は以前全
国のラーメンを食べ歩きしました。さて今回有り難
いことにエッセイを依頼されましたので、我が地域
のラーメン屋を独断で8軒紹介することにしました。
中には老舗もありますのでご存じのお店もあると思
います。拙い記事ですが暫くお付き合い下さいね。
　まずは白山市のお店を。トップはまさに老舗と
言っても過言ではない旧鶴来のうどんこいしや。何
故うどん屋!?と思われる方もいらっしゃると思いま
すけどこちらではかなりの方がラーメンを頼むと
か!?そんな人気メニューです。昔懐かしい鶏ガラ系
の薄口醤油味で化調と胡椒がアクセントのスープ。
近年コシのある麺に慣れているとホントにビックリ
するくらい麺がゆるめですが美味しいです。なおか
つて父が鶴来病院で出前を取っていたとか。時代が
感じられました。

　続いて2代目が先代の味をしっかりと継承された
加賀産沿いの中華そばもきち。ほんのりと甘みが感
じられてしっかりと味わいのある薄口醤油のスー
プ。そして特徴的な縮れ麺の大変美味しい1杯です。
こちらのチャーシューは柔らかくて食べ応えがあっ
て僕好みです。昔白山カントリーのゴルフ帰りに立
ち寄った思い出のあるお店です。

　そして野々市市から9年前に白山市乾に移転して
人気店と更に飛躍した中華そば響。こちらは何と
言っても煮干などから取った濃厚スープ。ラーメン
通の中では店主を煮干番長と言われているとかない
とか。麺は中太で食べ応えあります。個人的には野
菜盛りを追加するのは好きです。野々市時代はオー
プン当初から通っていました。

　白山市最後は真也食堂。白山市柴木町の畑の真ん
中にポツンと佇む食堂です（場所が分かりにくくあ
る意味隠れ家的）。店主は東京から移住してこちら
で食堂を始め、独学で作り上げた煮干しそばはえぐ
みのない旨味たっぷりのスープ。トッピングされた
きざみ玉ねぎがスープをマイルドしてくれて個人的
には気に入っています。麺は中細のストレート麺で
コシがあります。当初は中華麺でしたが暫くして現
在の麺に変わって格段と美味くなりました。

白山市野々市市内のラーメン案内

渡辺耳鼻咽喉科医院　渡  辺　　宏
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　では続いては野々市市の1軒目は今や全国区の自
家製麺テラ。オープン当初通っていて、初めは鶏を
使った塩ラーメン専門のような感じでしたがスー
プ、麺、チャーシューまで改良に改良を重ねて人気
店となりました。メニューの基本はやはり鶏を使っ
た無化調のラーメンですが、他には釣りが趣味の店
主の釣果で仕込まれた鮮魚系ラーメンも絶品です。

　続いてちょっと変わったお店を2店。まずらーめ
ん虎。提供されるラーメンはごく普通ですけど運営
されている会社が障碍者就労支援施設（Ｂ型）とし
て経営しています。自家製の太麺を使った黒虎ネギ
ラーメンがメインで、富山ブラックを彷彿させるよ
うな真っ黒なスープ。飲んでみると意外やあっさ
り。しかし途中でチャーシューから作った黒虎団子
を崩すと味が激変して旨味が100倍増す1杯です。障
碍者の方が一生懸命働いていてのんびりとラーメン
を待って頂けると幸いです。ちなみに昨年某テレビ
局の取材で僕が常連として参加させて頂いた思い出
あるお店でもあります。

　続いての変わったお店は寿司屋なのに絶品ラーメ
ンを提供されている寿し龍。提供されているラーメ
ンは寿司屋ですが魚介系ではなくて牛ヒレ肉（Ａラ
ンク上位）から出汁を取ったスープ。淡麗系の上品
な味がたまらない塩ラーメンです。そして一緒に頂
く握り4貫ももちろん絶品。寿司屋のカウンターで
頂くラーメンもおつなものです。

　最後は中華そばブラボー。店主はけいすけグルー
プで店長された方。メインの中華そばはあっさりな
がらもしっかりとした味わいのスープでこちらのお
かみが椅子から立ち上がるほど美味しいと言う1杯
です。この中華そばも美味しいですが、きのこを使
用したオリジナリティー溢れた限定メニューが魅力
的です。こちらは是非食べて頂くしかないです。

　さて今回は僕の独断で選んだ8店舗を紹介しまし
たけどまだまだ紹介したいお店がありました。しか
しながら今回は限られるスペースで紹介出来なくて
大変残念です。皆さんが気になるお店はありました
でしょうか？
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　公立松任石川中央病院に赴任して5年目の清水美
紗子と申します。いつもご紹介頂き誠にありがとう
ございます。耳鼻咽喉科は専門医2人（清水、加瀬
希奈）での診療体制となっております。
　耳領域では中耳炎や外耳炎等の感染症治療、鼓膜
チューブ挿入や鼓膜閉鎖術（リティンパ使用）など
の手術、その他突発性難聴や眩暈、末梢性顔面神経
麻痺などの急性疾患を診療しています。特に突発性
難聴ではステロイド全身投与でも改善が乏しい例や
糖尿病でステロイド使用が難しい例で鼓室内ステロ
イド投与も積極的に行っております。
　また加齢性難聴はQOL低下、うつ状態、認知症
のリスクが上昇するとのことで早期の補聴器装用を
お勧めすることがあります。聞こえづらさの訴えが
ある患者様がいらっしゃいましたらご相談頂けます
と幸いです。
　鼻領域ではアレルギー性鼻炎、副鼻腔炎を中心と
した診療を行っております。アレルギー性鼻炎は舌
下免疫療法や投薬などの治療だけではなく、下鼻甲
介粘膜のアルゴンプラズマ焼灼や粘膜下下鼻甲介骨
切除術、後鼻神経切断術等の外科治療もニーズに合
わせて行っております。難病指定されている好酸球
性副鼻腔炎に対しては手術を含め、重症例に対して
はデュピルマブやメポリズマブの導入等も数多く

行っております。
　頭頸部領域では良性疾患から悪性疾患まで幅広く
診療しております。耳下腺などの唾液腺腫瘍の手術、
声帯ポリープなどの喉頭微細手術、扁桃摘出術など
は頻回に行っております。また当院甲状腺診療科と
治療方針を相談し甲状腺・副甲状腺手術を多く行っ
ております。
　頭頸部悪性疾患につきましては早急に診断を行い
検討し、スムーズに治療を開始できるよう努めてい
ます。進行の程度によっては金沢大学附属病院とも
連携し、当院でも手術、放射線化学療法を中心とし
た治療を積極的に行っております。免疫チェックポ
イント阻害剤など選択肢が増えたこともあり、通院
で治療を継続する例も増えています。
　また当科では嚥下障害についても診療を行ってお
ります。歯科口腔外科、言語療法士、薬剤師、看護師、
栄養士などチームで症例検討を行い、嚥下診療を取
り組んでおります。外来でも嚥下評価を行っており
ますので、嚥下に悩んでおられる方がいらっしゃい
ましたらご相談ください。
　今後も耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の白山ののい
ち地区の地域医療に貢献していく所存です。今後と
もご指導・ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上
げます。

病院紹介

公立松任石川中央病院・耳鼻咽喉科

� 公立松任石川中央病院　耳鼻咽喉科　清 水　美紗子



白山ののいち医師会報（32）　第18号 令和7年4月1日

　令和6年6月に白山市徳丸町でふたつや皮ふ科クリ
ニックを開院致しました二ツ谷剛俊です。私は金沢
医科大学を卒業後、研修を経て金沢医科大学皮膚科
学講座に入局しました。入局後は大学病院で診療と
研究に従事し、令和4年から石川県能登地方の恵寿
総合病院で皮膚科医長として勤務しました。令和6
年1月の能登半島地震においてご協力いただいた関
係者の皆様、現在もサポート・ケアに当たられてい
る関係者の皆様のご苦労に感謝申し上げます。
　私は金沢医科大学在籍中に真菌症の研究を行っ
てきました。柔道やレスリングなどのコンタクト
スポーツ従事者で問題となっているTrichophyton 
tonsuransによる体部白癬における常在菌叢解析の
研究で学位を取得いたしました。その後も真菌症に
関する研究を診療とともに行ってきました。私の従
事してきた研究は臨床研究がほとんどでであったた
め、臨床現場での検査や治療に結び付く研究に関わ
れたことは私にとって大きな財産となりました。
　皮膚科の領域ではアトピー性皮膚炎や乾癬に対す
る治療方法が大幅に変わってきました。生物学的製
剤を用いた治療が特に進歩してきており、使用可能
になった当初は大学病院などの中核病院でしか行う
ことができませんでしたが、数年前から日本皮膚科

学会から承認を受けた皮膚科クリニックでは治療を
行うことが可能となりました。能登地方で地域医療
に従事した際、これらの先進的な治療を見聞きする
ことなく治療に難渋しているアトピー性皮膚炎や
乾癬の患者がたくさんいることを知りました。クリ
ニックレベルでこれらの治療を提案し実施していく
ことで、地域での医療格差をできるだけ無くしたい
と考えこの地での開院を決意致しました。
　当院ではできるだけ患者に説明を行い、納得した
うえで治療を受けられるようにスタッフ一同で診療
にあたっています。開院後約半年が経過しましたが、
乳児から高齢者まで幅広く受診いただき、近隣の先
生方からも皮膚トラブルについてご相談・ご紹介を
頂いております。ご紹介いただいた医療機関の先生
方には感謝申し上げます。専門である真菌症に加え
て、蕁麻疹やアトピー性皮膚炎などのアレルギー疾
患、巻き爪やリンパ浮腫などのフットケアも専門
資格を取得しており患者指導と診察を行っておりま
す。目覚ましく治療の方法が変わってきている中で、
地域の方々の手助けとなるようこれからも努めてま
いります。至らぬ点もあると存じますが、よろしく
お願いいたします。

■開業便り

ふたつや皮ふ科クリニック

� 二ツ谷　剛 俊



白山ののいち医師会報令和7年4月1日 第18号　（33）

　2024年4月11日に白山市中成の旧「すえよし整形
外科クリニック」跡に、「いけぶち整形外科クリニッ
ク」を開院いたしました。整形外科とリハビリテー
ション科を標榜しております。開院のために、多く
の方々のご支援ご指導をいただき深く感謝申し上げ
ます。今回このようなご縁をいただきましたことに
感謝しています。これまでも、今回の継承の際も、
金沢大学整形外科教室同門の先生方をはじめ、末吉
泰信先生、やわたメディカルセンター勝木保夫理事
長から、多くのアドバイスをいただきました。変わ
らぬご指導を賜りましたことを重ねてお礼申し上げ
ます。
　私は平成六年、金沢大学医学部を卒業後、上述の
教室に入局しました。同年、ちょうど教室医局長が、
下崎英二先生から末吉泰信先生にバトンタッチされ
た年でした。これもご縁と、かみしめています。
　大学病院でオーベン（研修医を指導する先輩ドク
ター）の夫と出会い、以後、30年間、夫と共に整形
外科医としての考え方、生き方を学んできました。
関連施設での勤務医30年間は、主に一般整形外科の
臨床を学んできました。中でも、金沢こども医療福
祉センターでの10年間、2度のやわたメディカルセ
ンターでの13年間はとても貴重な学びでした。前施
設では、めずらしい小児整形外科疾患の治療経験を、
後者病院では、骨粗鬆症治療を中心とする地域に根

ざした治療を体験し、また、多職種によるチーム医
療を学ばせていただきました。
　さかのぼって私が中学生の頃、実母が整形外科疾
患で、急性期（大学病院）から術後回復期（地域病
院、やわたメディカルセンターの前身）、そして退
院後の自宅生活まで、家族全員で母を支えるという
貴重な体験をすることができました。
　その経験から、整形外科臨床医を志すことは自然
な流れではありました。
　現在、当院では、3 ヶ月時・1歳時・3歳時健診の
2次健診を、2024年9月から行うことといたしました。
また、2025年4月1日から、理学療法士による運動器
リハビリテーションを行ってまいります。外傷・変
性疾患の術後や、慢性疼痛、フレイル等に対し、運
動指導や可動域訓練を行っていきます。お困りの患
者様がおられましたらご相談下さい。
　白山ののいち医師会の皆様のご指導ご鞭撻のほ
ど、今後ともどうか末永くよろしくお願い申し上げ
ます。

■開業便り

いけぶち整形外科クリニック

� 池 渕　香端美



白山ののいち医師会報（34）　第18号 令和7年4月1日

　浅春の候、皆さまにおかれましては益々ご健勝の
こととお喜び申し上げます。 
　さて、このたび2025年1月7日に野々市市三納にお
きまして、旧熊谷クリニックの施設を使用し、内科
および脳神経内科を標榜する「三納クリニック」を
開院させていただきました、院長の西願司（さいが
んつかさ）と申します。
　私は大分県宇佐市出身（有名なものは唐揚げと八
幡神宮総本宮の宇佐神宮）で金沢医科大学入学を期
に石川県に移り住み現在に至ります。平成元年に金
沢医科大学を卒業後、同大学神経内科に入局し、大
学病院での研鑽を積んできました。医局関連病院と
して浅ノ川総合病院、厚生連高岡病院、やわたメディ
カルセンターの神経内科にて診療に携わり、特に急
性期脳血管障害の患者さまの診療に携わってきまし
た。
　大学を退職後は公立穴水総合病院内科にて7年間
へき地医療を、七尾市の恵寿総合病院では約4年間
リハビリ科にて回復期リハビリ病棟専従医を、小松
市の森田病院内科では6年間外来診療のほか訪問診
療の経験をさせていただきました。恵寿総合病院で

はリハビリ専従医として、特に亜急性期の患者さま
の診療に注力し、リハビリテーション医療に関する
多様な経験を積ませていただきました。2022年から
は約2年半、富山市にて訪問診療クリニックの院長
を務め、老人施設やご自宅で多くの患者さまのケア
にも力を注ぎ、多くの認知症患者さまのケアや対応
の困難さに直面しながらも、患者さまとそのご家族
を支える医療を経験させていただきました。
　これらの経験をもとに三納クリニックでは内科全
般の診療に加え、頭痛やめまい、しびれ、運動障害、
認知症などさまざまな神経症状に対して、専門的な
検査や丁寧なカウンセリングを通じ、的確な診断と
治療を行うことを心がけています。また、病気の治
療だけではなく生活の質を高める重要性を実感し、
患者さま一人一人の背景を理解し、最適な治療法を
提案することで、微力ながら皆さまの健康をサポー
ト出来るように精進してまいりたいと思います。
　最後になりましたが、白山ののいち医師会の皆さ
まにはこれからのご支援とご指導を賜りますようお
願い申し上げます。

■開業便り

三納クリニック

� 西  願　　司



白山ののいち医師会報令和7年4月1日 第18号　（35）

◆第34回
日時：令和6年7月4日（木）19：00 ～ 20：00
場所：【Web開催：Zoom】
演題：・症例1「MRI/TRUS画像融合前立腺生検」
　　　　泌尿器科  医療情報部長　前田  雄司  先生

　　　・症例2「�血小板低下をきっすかけに施行し
た超音波検査にて発見された肝腫
瘍の一例」

　　　　消化器内科  副院長　山下  竜也  先生

日時：令和7年2月13日（木）19：00 ～ 20：00
場所：ときわ病院2階研修室
　　　・テーマ「�介護サービス利用困難、在宅介護

も困難で、入院に苦慮した75才認
知症男性の一例」

　　　　ときわ病院　副院長　内藤 暢茂  先生

◆第35回
日時：令和6年10月3日（木）19：00 ～ 20：00
場所：【ハイブリッド開催】
　　　Web：Zoom　現地：地域医療連携棟2階会議室
演題：・症例1「�3回目の心不全加療後、病病連携・

病診連携」
　　　　循環器内科  医師　道谷  直樹  先生
　　　・症例2「�当院で対応した急性緑内障発作の

症例
　　　　眼科  医療安全部長　武田  久  先生

令和６年度　公立松任石川中央病院病診連携症例検討会

令和６年度　第19回シニアの精神科症例検討会



白山ののいち医師会報（36）　第18号 令和7年4月1日

　令和6年6月2日（日）、第36回白山ののいち医師会
親睦ゴルフ大会が白山カントリークラブ泉水コース
にて開催されました。当日の天気予報は芳しくはあ
りませんでしたが、幸いにも雨に降られることもな
く好天に恵まれ、ご参加いただいた先生方におかれ
ましては楽しくラウンドできたと思います。
　今回はグロス95と不本意な内容ではありましたが

ハンデキャップに恵まれ、ネット71で公立松任石川
中央病院の私 根本が僭越ではありますが優勝致し
ました。当日は、同組の染矢先生、吉光先生にお見
苦しいゴルフにおつきあいいただき、甚だ恐縮して
おります。
　今後も大勢の先生方が参加され、この会が継続す
ることを祈念しております。

� 　　根  本　　敬

第36回白山ののいち医師会親睦ゴルフコンペ



白山ののいち医師会報令和7年4月1日 第18号　（37）

　2024年11月23日（土曜日）に第37回白山ののいち
医師会親睦ゴルフコンペがゴルフクラブツインフィ
－ルズダイヤモンドコ－スにて開催されました。当
日はスタ－ト前よりあいにくの雨に降られさらに寒
さもあり天候には恵まれませんでした。それでも雨
にも負けずご参加頂きました先生方も苦労しながら
それなりに楽しくラウンドできたと思います。
　私は南ヶ丘病院に勤務して35年目で令和3年10月
より分院である南ヶ丘クリニックの院長をさせて頂
いています。このたび、医師会事務長中山さんが、
メンバ－を探されており染矢先生からお声がかか
り、参加させて頂きました。グロス96でありますが

ハンディキャップに恵まれネット70.8で優勝させて
頂きました。同組の古澤先生、染矢先生、綱村先生、
楽しく一緒にプレ－することができ有り難う御座い
ました。
　ベストスコアは古河先生で何とグロス74（38.36）
で回られ、ランウンド中カ－トモニタ－でイ－ブン
パ－から2オバ－の変動をみて驚きました。
優勝者が次回幹事とのことで、次回もゴルフクラブ
ツインフィ－ルズダイヤモンドコ－スを予定してい
ますので多くの先生方のご参加を願っていますの
で、ご参加の程宜しくお願い致します。

� 南ヶ丘クリニック　向 坂　喜 湖

第37回白山ののいち医師会親睦ゴルフコンペ



白山ののいち医師会報（38）　第18号 令和7年4月1日

令和6年7月2日（火）
　演題：『非小細胞肺癌の薬物治療』
　　　　～診断から緩和ケアまで～
　講師：石川県立中央病院呼吸器内科　腫瘍内科
　　　　　　　　診療部長　曽根　崇　先生

令和6年7月23日（火）
　演題：『弁膜症の診断と治療 最新情報』
　講師：金沢循環器病院　心臓血管外科
　　　　　　　　部　長　坂倉　玲欧　先生

令和6年7月30日（火）
　演題：『実地医家における高血圧管理の重要性』
　講師：本田脳神経外科クリニック
　　　　　　　　理事長　本田　吉穂　先生

令和6年8月21日（水）
　演題：『臨床医が知っておくべき最新のB型肝炎情報』
　講師：公立松任石川中央病院
　　　　　　　　副院長　山下　竜也　先生

令和6年8月29日（木）
　演題1：「広がるレケンビの診療：診断」
　講師 ：白山石川医療企業団
　　　　　　　　副企業長　横山　邦彦　先生
　演題2：「広がるレケンビの診療：治療」
　講師 ：金沢大学医薬保健研究域　脳神経内科学
　　　　　　　　准教授　篠原　もえ子　先生

令和6年9月6日（金）
　演題：『糖尿病治療の現状と展望
　　　　～GIP/GLP1受容体作動薬への期待～』
　講師：福井大学附属病院　内分泌・代謝内科
　　　　　　　　助　教　佐藤　さつき　先生

令和6年9月26日（木）
　演題1：『脳梗塞における抗血栓療法
　　　　 ～脳神経外科医の立場から～』
　講師 ：金沢脳神経外科病院　脳神経外科
　　　　　　　　部　長　福島　大輔　先生
　講演2：『循環器領域における抗血栓療法』
　講師 ：公立松任石川中央病院　循環器内科
　　　　　　　　部　長　北野　鉄平　先生

令和6年12月2日（月）
　演題1：�『当院における「慢性腎臓病透析予防外来」

の実態』
　講師 ：公立松任石川中央病院
　　　　　　血液浄化センター腎不全看護認定
　　　　　　　　看護師　長瀬　ゆか　氏
　演題2：『慢性腎臓病の管理と多職種連携について』
　講師 ：公立松任石川中央病院腎リウマチ内科
　　　　　　　　医長　越智　雅彦　先生

令和7年1月17日（金）
　演題：�『救急外来におけるCOVID-19・インフルエ

ザ治療』
　講師：金沢医科大学　救急医学
　　　　　　　　講師　牛本　知孝　先生

令和7年3月10日（月）
　演題：『関節リウマチの病態と薬物治療』
　講師：金沢大学腎臓・リウマチ膠原病内科
　　　　　　　　講師　水島　伊知郎　先生

白山野々市地区糖尿病重症化予防ネットワーク協議会

第1回糖尿病スキルアップ研修会
　演題1：「糖尿病患者のスキルアップ指導」
　講師：昭和大学医学部内科学講座糖尿病・代謝
　　　　内分泌内科学部門主任教授　山岸　昌一　先生
　演題2：「糖尿病合併腎臓病対策～新時代の幕開け～」
　講師 ：大阪公立大学大学院医学研究科
　　　　　　腎臓病態内科学准教授　森　克仁　先生

第2回糖尿病スキルアップ研修会
　演題1：「糖尿病早期治療における薬剤選択を考える」
　講師 ：金沢医科大学糖尿病・内分泌内科学
　　　　　　教授　熊代　尚記　先生
　演題2：�「能登半島地震の経験から得た災害時の糖尿

病医療」
　講師 ：国際医学福祉大学医学部教授・佐賀大学
　　　　　　名誉教授　安西　慶三　先生

白山ののいち医師会　産業医研修会

　演題：「最近の労働衛生の動向について」
　講師：独立行政法人労働者安全機構　石川産業保健
　　　　総合支援センター　副所長　大川　陽平　氏

令和６年度　学術講演会

（担当理事　寺島　成明）



白山ののいち医師会報（40）　第18号 令和7年4月1日

　コロナ禍も明け、世の中が明るくなり始めた矢
先に大地震と豪雨災害に見舞われた能登地区の被
災者の方々のことを思うと胸が痛みます。これか
らも被災された方々に心を寄せ、末長い支援が必
要と思われます。
　また3月10日頃から一気にスギ花粉の飛散量が
増えています。今年は昨年の2倍と予測されてい
ますので、花粉情報をこまめにチェックし対策を
しっかりお取り下さい。
　さて、そのような中で今年も無事、会報第18号
を発刊できました。原稿を執筆して頂いた先生方、
編集委員の先生方、事務の方々のご協力に心から
感謝申し上げます。
　本会報を通じて、白山ののいち医師会の活動状
況に関心を寄せて頂き、記事を読んだ会員同士の
距離が縮まることを願っております。

　電子処方箋等の医療DXの推進や、人件費、光
熱費、材料費等の上昇への対応など、日常診療以
外に考えなくてはいけないことが山積みの昨今で
すが、会員の皆様にとって令和7年が健康でより
良い年になることを切に願っております。
� （会報編集委員長　堀川　勲：令和7年3月記）

発刊責任者　　古澤明彦
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� 発刊所　前田印刷株式会社
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